
Smart Construction Simulation
2025.2.18(予定)リリース版について



1リリース項目一覧

• Smart Construction Simulationのアップデートについて、以下の日程・内容にてリリースを致します。
• システムメンテナンスの為、下記日程は該当するサービスのお取扱いができなくなります。（※リリース日

程・時間帯・内容については、状況に応じ変更する場合がございます。予めご了承ください。）

日程：日本時間 2月4日(火) 19:00～24:00

概要対象機能NO.

• 概要：エリアの代表点を面積と土量を考慮した重心に変更
• 詳細：これまではエリアの面積の重心を代表点として設定されていましたが、面積と土量を

考慮した重心を代表点とするように変更されました。
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2リリース項目一覧

概要対象機能NO.

• 概要：Soil surfaceで多層ファイルの表示切替への対応
• 詳細：Soil surfaceの表示切替で多層ファイルの内包されているファイルごとに表示を変更

することができるようになりました。3Dビューの左上の表示切替から親ファイルを
展開することで子ファイルの「表示/色/透明度」を設定することができます。
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3リリース項目一覧

概要対象機能NO.

• 概要：「掘削運搬ブル」の計算実行時のバリデーションチェックを改修
• 詳細：掘削運搬組み合わせブルドーザーと、他建機を設定した場合の計算実行時に、

バリデーションチェックの出力内容が一致しない問題がありました。
不足建機が正しくメッセージで表示されるように改修されました。

建機
Simulation
(不具合改修)
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